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挨　　　拶

岩手大学電気電子情報科会　会長　佐々木喜八郎

科会が発足して今年で67年目になりますが､卒業生延べ

5,700名､会誌｢きたかみ｣の送付会員が約4,200名にもなりま

した｡仙台支部では今年の正月に先輩諸氏の長寿を祝う会が催

されましたが､科会の進展とともに真に慶賀にたえません｡

わが岩手大学も官から民-変わり､着々と新しい体制へと移

行しておりますが､科会の母体となる電気､電子､情報各学科

の今年の卒業生の就職率は約100%､その就職先も卒業生の希

望が適う好ましい情況と灰聞しております｡最近の求人情勢の

好転もありましょうが､産業界におけるこれまでの先輩諸氏の活躍の評価が､岩手

大学電気系学科の卒業生に対する大きな期待として､現れて来たのではないでしょ

うか｡

私は､戦後の地方総合開発計画の一環として発足した､岩手県営水力発電所の企

画､建設､管理運営に携わってきましたが､発電機器メーカーや電力会社等､電力

供給に関連した分野で活躍されている多くの先輩諸氏の力添えを戴きながら､岩手

県営発電の初期の目的を達成できたものと感謝いたしております｡

四国4県の広大な面積をもつ岩手県ですが､海岸線は国立自然公園の制約等から

大規模電源立地は構想に留まりましたが､将来の電力エネルギーの供給を考えると

き､石油資源等に依存しない電源確保政策が必要であります｡大学の電気系学科と

しても､経済の基盤を支える電力エネルギーの開発分野にもっと目を向けていただ

きたいと思います｡最近の石油高騰を､一時的なマネー投資の結果とする経済学者

が多いようですが､石油資源は近い将来確実に枯渇する資源であり､少資源国の日

本は核エネルギーの有効利用を進める必要があります｡安全対策は当然であります

が､大学が率先して原子力エネルギー利用に正しい認識を持つよう､市民をリード

して戴きたいと思っています｡

私は在職中､母校工学部の公開講座で､佐藤淳先生から原子力発電の基本的事項

を学び､原子力発電や廃棄物処理の現地にも足を運びました｡県の企画調整部に在

籍中は､原子力反対派の人達や､理解ある人達とエネルギー問題について真剣に話

し合ったことが､昨日のように思い出されます｡

終わりに会費納入についてのお願いです｡科会の会員は､東京地区60%､仙台地

区30%､盛岡地区10%にほぼ分散されておりますので､会費の納入は東京､仙台

の両支部活動に大きく期待している次第です｡先輩の方々ほど納入率が高く､後年

の方々ほど低くなっています｡現在総計で納入率31%止まりですので､科会の健全

運営と今後の発展のため､特に若い方々の会費納入を期待して､ご挨拶といたしま

す｡
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在職41年の思い出

会員の皆様におかれ

ましては､日々ご清祥

のこととお慶び申し上

げます｡

私は､平成19年3月

31日をもって岩手大学

を定年退職いたしまし

た｡思い起こせば､昭和40年の5月に新設間

もない電子工学科に技術補佐員として採用され

て以来､ 41年もの長期間在職いたしたことと

なります｡以下､在職中に印象に残ったことを

記しますが､古いことに関する思い違いなどは

ご容赦をお願いいたします｡

昭和40年頃の工学部の建物はほとんどが木

造でした｡私達電気系新規採用者の居室は｢佐

川幼稚園｣と呼ばれていて､工学部の北の木

造の講堂を新設の電子工学科のためにベニヤ

板で間仕切りして急造したものでした｡そし

て､ここでトランジスタなどの学生実験が始ま

りましたが､実験結果は理屈とは異なるもので

した｡程なくその原因が工学部の裏に立ってい

たNHKの中波放送のアンテナからの電波であ

ることが判りました｡私は､アマチュア無線の

経験から､高周波のバイパスコンデンサーを入

れれば影響を軽減できると進言して手当した結

果､良好な結果が得られるようになったと言う

思い出が残っております｡

このアンテナの出力は､窓に取り付けた金網

とアースとの間で豆電球が点灯するほどのもの

で､北分室の諸兄は電波停止後でないと卒研の

元工学系技術室･技術専門員　相　馬　孝　志

実験ができないなど､いろいろ悩まされていた

ようです｡

私の所属研究室は､電子計算機を用いて微分

方程式を解くプログラムの開発や計算機の記憶

装置などのハードウエアとシステムプログラム

の研究などを行っていました｡このため､本学

に初めて導入された電子計算機システム(富士

通FACOM231)の導入にも関わっていて､導

入当初から学生さんと一緒に優先的にシステム

を使用することが出来ました｡

またこの頃､旧帝大には全国共同利用の大型

電子計算機システムが設置され､本学にも共同

利用のための窓口やプログラム指導員組織が発

足しました｡私も先に定年退職された吉田功さ

んと一緒に東北大学大型計算機センターのプロ

グラム指導員として本学でのプログラム指導に

当たりました｡

当時の東北大学大型計算機センターは､タイ

ムシュアリングシステム(TSS)によるオンラ

イン共同利用を目玉としていたことから､共同

利用支援が活発であった岩手大学は他に先駆け

て遠隔地端末の利用拠点として選ばれ､研究室

に50ボーの電電公社(当時)の回線とテレタ

イプを設置した端末室が作られました｡この部

屋でテレタイプのキーをたたいた学生さんは研

究室以外にも多数おられたと思います｡

1970年代は､研究環境が汎用コンピュータ

からミニコンピュータに移り､研究室が独自で

ソフトウエアを作成し､周辺装置などをコン

ピュータに接続するようになりました｡このた
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め､私も学生さんと一緒に機械語や機器接続イ

ンタフェース､集積回路などの多くのことを学

び､当時､体育館を会場にして開催していた｢電

気展｣にその成果を出展したことは忘れられな

い出来事です｡

この後､ミニコンピュータはマイクロコン

ピュータにその座を明け渡すのですが､私たち

の研究室では他に先駆けてインテルのi-8008マ

イクロコンピュータを使用したシステム開発に

取り組みました｡この開発を通して私たちは､

新しい知識と電子技術総合研究所などの学外の

技術者との交流をもつことが出来ました｡

1970年代の終わりには田山先生の下で､当

時としては斬新な並列計算機システム(PIPE)

の実現に取り組み､ ｢家内制コンピュータ工場｣

を展開し､学生さん共々ノルマ達成のための残

業にいそしみながら多くの知見を得ることが出

来ました｡

1980年代には､先に定年退職された横山先

生の研究室に移り､リモートセンシングデータ

解析室開設(1985年)のためのシステム設計

や導入を手伝い､以来20年の間システムの運

用管理を行いました｡

写真l　リモートセンシングデータ解析圭
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また､この頃に画像処理システムMIPS/Ⅰを

渡連先生の指揮の下に企業人と学生さんとで

チームを組みソフトウエア工場スタイルで開発

したことが印象に残っております｡

リモートセンシング関連では､衛星データを

地上で検証する実験プロジェクトのための計測

システムの設計と製作を手がけ､ 1992年の国

際宇宙年(ISY)や1995年から1997年に実施

した陸奥湾日英共同観測実験(MUBEX)など

の人工衛星との同期観測実験に､海水温度鉛直

プロファイル観測ブイや観測船に搭載する各種

測定器などを学生さんの力を総動員して開発し

て参加いたしました｡

写真2　1992年のISY用に開発した鉛直温度測
定ブイ(大学ミュージアム前に展示)

MUBEXでは､研究室スタッフと学生の日本

チームとイギリスのチームとが青森の造船所の

片隅のドックハウスに雑魚寝してホカ弁を食い

ながら終日観測を続けて夏休みを過ごした日々

が忘れられません｡

1980年以降は､ UNIXをOSとしたワークス

テーションとネットワークとが普及し始め､研

究室もこれらを導入しました｡研究が高度化す

るに従い､より高性能のワークステーションや､

RAIDなどが沢山導入され､私がこれらの面倒

を一手に引き受けることとなりました｡



また､この時期はスタッフも多く､企業との

共同研究や海外での現地調査等々､学生さんを

含めて色々なことが体験出来た時期であり､研

究室の学生さんはとても恵まれた環境の中にお

りました｡しかしながら､それなりに成果も要

求される厳しい面もありましたので､いろいろ

な思い出をお持ちの方も多いかと思います｡

2000年以降には､考古学にGISや画像処理

などの情報技術を取り入れたベンチャー企業

(株式会社ラング)を設立することとなり､私

も三次元形状測定器の開発などを行い､生産技

術部門の立ち上げのお手伝をいたしました｡

現在の私は､関係各位のご厚意により宇宙航

空研究開発機構(JAXA)と岩手大学との共同

研究プロジェクトの一員として岩手大学地域連

携推進センター･リモートセンシング実利用技

術開発室において研究に従事しております｡

さて､こうして41年を振り返ると､趣味の

無線屋からスタートして､電子回路屋､コン

ピュータ屋､計測屋､システム屋と仕事の内容

が年代とともに変わってまいりましたが､それ

ぞれの時期においてご指導いただいた先生や先

輩諸兄､ライバルとして切瑳琢磨した同僚､企

業の技術者､大いに力を貸していただいた､時

には師であり友であり悪友でもあった学生さん

の存在が思い起こされます｡私事で恐縮ですが､

最近は電子回路屋に戻り､長年ためていたジャ

ンク部品による真空管アンプ作りを楽しんでお

ります｡

末尾ではありますが､ 41年の永きにわたっ

て職を全うできたことは､ひとえに教職員の皆

様､ならびに一緒に過ごした学生の皆様のご厚

情の賜と深く感謝申し上げますとともに､皆様

のご健勝とご発展を祈念させていただきます｡
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一草刈賞-

｢草刈賞｣選考要項
平成16年1月7日制定

工学部学科長会議承認

1.趣　旨

盛岡高等工業学校(岩手大学の前身)電気科教授･初代科長､岩手大学工学部教授及び第4代､
第7代工学部長として岩手大学の発展に貢献された草刈遜先生のご生誕100周年を記念して､草刈
先生ご生誕100周年記念事業実行委貞会からの寄附により､工学部に｢草刈賞｣を設置する｡
2.日　的

草刈先生の教えを後世に伝えるとともに､意欲的な学生生活を送った者を表彰し､その栄誉を讃
えることを目的とする｡
3.表彰対象者
表彰対象者は､工学部電気電子工学科及び情報システム工学科(以下｢両学科｣という｡)を卒
業予定の学生のうち､学生の模範となる学生生活あるいは後輩の目標となる学生生活を送った者で､
原則として両学科各3名以内とする｡
4.選　考

(1)受賞候補者選考のため､ ｢草刈賞｣選考委員会(以下｢選考委員会｣という｡)を置く｡
(2)選考委員会は､両学科の学科長､両学科から選出された教員各1名及び電気電子情報科会から
選出された者2名の計6名で構成する｡
5.受賞候補者の推薦
両学科の学科長は､受賞候補者を推薦理由書を付して選考委員会に提出する｡
6.選考結果
選考委員会は､選考結果を学部長に報告する｡
7.表　彰

受賞者には､表彰状及びメダルを贈呈する｡
8.表彰の時期
受賞者の表彰は､原則として卒業式当日に行なう｡
9.その他

本要項に定めるもののほか､実施に関して必要な事項は､別に定める｡
附　則

本要項は､平成16年1月7日から施行し､平成15年度卒業生から適用する｡

草刈賞に佐藤淳先生ご寄付

｢草刈賞｣につきましては､会誌｢きたかみ｣ 50号､ 51号､ 52号に設置経過等その詳細が報告され

ていますので皆様ご存じのことと思いますが､草刈賞は｢草刈遜先生ご生誕100年記念実行委員会｣

が草刈賞設置を目的にして基金を岩手大学に寄贈したことを受け､平成16年1月に岩手大学によっ
て制定されたものです｡岩手大学では､電気電子工学科および情報システム工学科を卒業する学生の

中から賞の目的にふさわしい学生を表彰することとし､寄贈された基金を元に立派な記念メダルと表

彰状をおよそ10年分用意しました(きたかみ52号を参照して下さい)｡ 11年目以降の維持につきま

しては見通しがありませんでしたが､大学では草刈賞基金受け入れの準備はできており､何時でもど
なたでも寄付できる状況になっています*｡

早いもので､草刈賞は来年で発足から6回目の表彰を迎えます｡ 10回目というのも間もなくのこと

で､その後は自然消滅してしまうのかどうか大学側としても心配していたようです｡そのような折り､

平成18年2月､佐藤淳先生から草刈基金に｢50万円｣のご寄付がございました｡佐藤先生は電気工

学科教授､工学部長などを歴任され､岩手大学の発展に大きく貢献された先生です(きたかみ52号
を参照して下さい)｡佐藤先生は草刈先生を大変尊敬なさっておられ､草刈賞の存続を願って､ご自

身が80歳になった記念としてご寄付なさったとうかがっております｡これで草刈賞はさらにしばら

く存続できることとなりました｡

科会の皆様にも広くお知らせし､佐藤先生に感謝申し上げる次第です｡

*奨学寄付金という名目ですが､目的として" ｢草刈賞｣のため"と記入していただけば結構です｡
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第4回草刈賞受賞者の紹介

第4回草刈賞受賞者は下記の通り(メダル番号､受賞者氏名､受賞理由の順)｡

第4回草刈賞(平成18年度)のメダル番号は014-016､メダル番号はメダルに刻印され､次年度以

降は続き番号となる｡ (平成19年1月22日選考委員会決定､平成19年2月2日付で選考委員会報告

書を工学部長に提出､平成19年3月23日工学部長名で草刈賞授与)

≪電気電子工学科≫

-′ �� �� � ��劔 �� �� �� �� �� ���� �� ��

平成17年と18年｢岩手大学ロボットコンテスト実行委員会｣委員○平成17年度には｢Lettsびぎ 

んプロジェクト｣の中心メンバーとして｢岩手大学ロボットコンテスト｣を立案計画し､｢岩手大 

学ロボットコンテストin北上｣を始めとして､16件のイベントを開催し､その運営に大きく貢献 

したo実行委員会委員の全面的な協力の下に行った16件のイベントにおいて､参加した小中学生 

並びにその保護者から高い評価を得た○ 

岩手大学大学院工学研究科に進学､将来-の更なる活躍を期している○ 

≪情報システム工学科≫

･o=-=拳亮一_～ 僖8.(ｫ��藩学 ���� �� �� �� ����� �� �� �� �� �� �� �� �� 
-終車.き≡※葦か坪きき=;≡ �� �� ���� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

課外活動として､岩手大学弓道部に所属し､2年次から3年次まで主将をつとめた○主将在任中の 

平成17年(3年次在学時)､東北地区秋季学生弓道大会2部リーグ戦で､男子は優勝､女子は準倭 

勝を果したo 

｢ネットワーク魚眼カメラに関する研究｣を卒業研究課題として､魚眼カメラで捉えた広域画像を､ 

wEB上で処理するシステム構築に取組んだ○ 

三井石油に就職○弓道部員は勿論のこと､級友からの人望も厚い○ 

課外活動として､岩手大学少林寺拳法部に所属し､3年次には同部の主将を務めた○主将を務めた 

2006年3月､少林寺拳法部の活動実績を称え㈲少林寺拳法連盟本部表彰､並びに岩手大学長表彰を 

受けた○ 

同年6月､少林寺拳法東北学生大会において､優秀拳士賞を個人受賞した○ 

｢高分解能ディジタルホログラフィに関する研究｣を卒業研究課題として積極的に取組んだ○ 

岩手大学大学院工学研究科に進学し､研究を深めている○正に､文武両道を地で行く好青年である○ 

≪草刈賞選考委員会委員氏名≫

電気電子工学科　;山田弘学科長､久保田賢二講師

情報システム工学科;西山清学科長､今野晃市助教授

電気電子情報科会;佐々木喜八郎(会長)､太田原功(相談役)
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草刈賞を受賞して

電気電子工学科　　下河原　孝夫

草木の栄枯を覆い隠すよ

うに辺り一面が雪景色に染

まり始めた平成18年の冬､

指導教官から草刈賞の受賞

候補者に選ばれたとの話を

伺い､その時に初めて｢草

刈賞｣という存在を知りま

した｡卒業式の後に､第4

回草刈賞の受賞者として表

彰されましたが､歓天喜地の面持ちから早一年

が経とうとしています｡現在は同大学院に進学

し､勉学に勤しんでおります｡

受賞要因となりました｢ものづくり｣という

活動は､学部3年の時に初めて参加しました｡

当時はまだ認知度も低く後ろ盾も少なかったの

で､活動資金を集めるところから始まりました｡

少ない予算で試作品を製作し､完成すれば低コ
スト化に励み､目途がついたら小学校等に広報

活動と忙しい日々でした｡開物成務の苦労も

情報システム工学科　　笹本　益民

平成18年度の草刈賞を

受賞して､私の大学におけ

る4年間がこのような形で

評価を得たことを非常に光

栄に感じています｡

そもそも学部時代の4年

間は､まさに少林寺拳法

部に捧げた4年間といって

も過言ではありませんでし

た｡ 3年次における主将在任期間も､周囲の期

待に応えるべく必死であったと思います｡自分

のような人間が主将を務め､このような賞をい

ただけたのも､全て周囲の援助があればこそで

した｡私達を指導してくださった山崎前監督､

松浦監督､コーチ､先輩方､私達を信じてつい

てきてくれた後輩達､そしてなにより共に苦難

を乗り越えてきた27代幹部の仲間達に､この

ー7-

あって､従来市内数ヶ所に留まっていた活動規

模を､県内各地で製作教室やロボットコンテス

トを行えるまでに拡大することができました｡

4年そして大学院に進学してからは､優秀な

後輩との出逢いがあり､彼らの助けもあって､

活動拠点をさらに拡大することができ､毎年数

百人の子供達と触れ合うようになりました｡ま

た､メディア各方面の取材によって知名度が上

昇し､現在では県内各地を東奔西走するまでに

至りました｡この活動が､ゆとり教育や子ども

の理科離れといった社会問題解決の糸口にな

り､日本の｢ものづくり｣を支える人材育成に

繋がるものになれば幸いと思っております｡

こういった活動は､ ｢かたち｣としては残り

にくく雲煙過眼の如く消えやすいものです｡そ

れを｢草刈賞｣という自分の人生や活動の歴史

に残る｢かたち｣として表彰され､具現できた

ことを大変光栄に思います｡

場を借りてお礼を述べさせていただきます｡

現在､私は大学院に進学し､吉森久先生の指

導の下で光学について研究活動を行っていま

す｡光学という分野は専門性が高く､そのため

私も勉強の日々が続いています｡ 19年度に入

り､実験責任者として実験系を任され､それが

抱える問題点の検証に長い時間を費やしてきま

した｡最近ではようやく進展が見え､学会発表

に向けて鋭意取り組んでいます｡研究で成果を

挙げ､母校と研究室の発展の力になれればと思
います｡

私にとって草刈賞受賞はこれからの飛躍のた

めの栄誉ある通過点と思っています｡その栄誉

を胸に､学部と大学院を通して部活､研究の両

方に力を注ぐことで文武両道を実践し､自信を

持って社会に出ていきたいと考えています｡



第1回(平成15年度)受賞者名

001上和野　大　輔(かみわの　だいすけ)　　002菊　池　孝　信(きくち　たかのぶ)

003津　田　走　秀(さわだ　さだひで)　　004須　藤　功　平(すとう　こうへい)

005劉　　　　　路(りゅう　る)

第2回(平成16年度)受賞著名

006阿　部　雅　浩(あべ　まさひろ)　　　007高　橋　拓　未(たかはし　たくみ)

008菅　原　　潤(すがわら　じゅん)　　009小野寺　博　晃(おのでら　ひろあき)

第3回(平成17年度)受賞著名

010Latifah Binti MOHAMED (ラティフア　モハメド)

011甚　野　信　雄(じんの　のぶお)　　　012高　橋　俊　一(たかはL Lゅんいち)

013中鶴間　　　愛(なかつるま　あい)

草刈メダルと賞状

これと同じメダルを記念にほしいという会員の希望により 

用意しました01個6,000円(通し番号なし､賞状なし)○ 

購入希望の方は事務局まで 
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電気電子工学科の近況

電気電子工学科　学科長･専攻長　田　山　典　男

会員の皆様には､ご健勝にてお過しのことと

お慶び申し上げます｡

岩手大学は､ご承知のように法人になり､今

年度から教員の所属を一元化する｢学系｣と呼

ぶ新しい仕組を発足させました｡組織の大きな

変革のときを迎えております｡

電気電子工学科の近況について紹介します｡

電気電子工学科の入学定員は60名ですが､高

専からの3年次編入が約10名あります｡大学

院の入学定員は14名ですが､希望者が多く今

年度入学生は39名でした｡ところが次年度か

らは､国の方針で､入学者数増減を定員15%

以内に限定することとなりました｡特に学部の

入学生に対して大学運営費と連動させるという

厳しい制限状況となりました｡

長年に亘って電気工学科に勤務されました技

術職貝の板垣稔さんと､菊地新司さんが､定年

退職されました｡昨年1月に岡英夫先生が､ 4

月に恒川佳隆先生が､准教授から教授に昇任さ

れました｡両教授の活躍が期待されます｡東北

大学博士課程を修了された新鋭の高橋和貴助教

が､電気エネルギー分野に着任されました｡技

術部計測技術分野から志田寛さんが来られて､

学生実験実習に協力頂いております｡

次に､学科の研究について分野等を簡単に紹

介します｡ ①超伝導薄膜の作成とデバイス開発

(道上)､ ②磁性木材の電波吸収ボードと木質機

能(岡)､ ③地上波デジタルテレビ放送アンテ

ナ(久保田)､④産業用CT原理と超並列処理(冒

山)､ ⑤高性能信号処理プロセッサ(恒川)､ ㊨

温度の計測と制御(長田)､ ⑦レーザー応用の

超高感度磁気計測(大坊)､ ⑧シミュレーショ

ンとVRによる制御装置最適設計(佐藤)､ ⑨

プラズマの高密度化と材料の高品位化(藤原)､

⑲固体内核反応の基礎研究(山田)､ ⑪パルス

パワー技術や放電プラズマを用いた環境浄化

(高木)､ ⑫凝集系における低エネルギー核反応

(成田)､ ⑬マイクロプラズマの実験と理論(向

川)､ ⑭プラズマ中粒子加速機構と電気推進機

-の応用(高橋)｡

製品の開発には､多くの分野の知恵や工夫が

必要と思いますので､関連がございましたら､

是非担当者にご連絡下さい｡

次に､教育活動ですが､本学科はデジタル革

命やグローバル化に対応して｢もの作りができ､

デジタルが分かる人材｣の育成を目指して､カ

リキュラムを拡充しました｡ LSI設計試作の

大型設備予算を全国に先駆けて導入し､学生1

人1台で､高度な実践能力を養成しています｡

また､今年も卒業生5名のご協力を戴きまして

｢社長実践学特別講義｣を実施しました｡学生

から大変好評であり､厚く御礼申し上げます｡

学生就職については､昨年9月希望者全員が内

定しました｡これは会員皆様のお陰様であり､

感謝に堪えません｡

最近､少子化や高校生の理科離れが進み､入

試の受験倍率が､軒並み減少しています｡今以

上魅力ある学科にするため努力をしていく所存

です.今度､ ｢学科ホームページ｣を一新しま

した｡是非､訪ねてみて下さい｡卒業生諸兄の

皆様に色々な形でご支援賜りまして､心から御

礼を申し上げます｡

http://dragon.el°.iwate-u.ac.jp/

工学部では､平成21年度からを目指して､

工学部･工学研究科の｢改組｣を計画中です｡

現時点で未定ですが､電気電子工学科と情報シ

ステム工学科が統合しまして､学部学生が120

名､大学院40名の大学科が誕生する可能性が

あります｡情報の新専攻に10名が計画されて

います｡

最後になりますが､会員の皆様のご健勝とご

活躍をお祈り致しますと共に､今後とも､ご支

援賜りますようお願い申し上げます｡
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情報システム工学科の近況

情報システム工学科　学科長･専攻長　渡　連　孝　志

電気電子情報科会会員の皆様にはご健勝にて
I

ご活躍のこととお喜び申し上げます｡それでは

情報システム工学科の近況を報告致します｡

本学科の現在の教員スタッフは教授6名､准

教授･講師8名､助教6名の計20名です｡李

仕剛准教授は平成19年10月1日付けで鳥取大

学工学部に教授として転任されました｡後任の

教員は現在公募中です｡技術職員の相馬孝志さ

ん(工学系技術室副技術室長)は平成19年3

月31日付けで定年退職されました｡お二人の

本学科に対するこれまでの多大なご尽力とご貢

献に対して深く感謝申し上げます｡なお､平成

17年3月に定年退職された横山隆三先生は続

けて岩手大学特任教授としてリモートセンシン

グの研究を行っておられ､平成19年4月23日

には宇宙航空研究開発機構(JAXA)からの地球

観測衛星｢だいち｣地域実利用に関する受託研

究の成果発表会を開催されるなど､元気にご活

躍中です｡

次に､研究面について述べます｡当学科で

は若手教官も増え､研究活動が活発に行われ

ており､学術論文だけでなく､国際会議発表

の件数も増加しております｡国際交流の研究

活動も盛んで､千葉則茂教授が中心となってメ

ディアシステム学分野でモンゴル科学技術大

学と部局間交流協定を締結しました｡第23回

NICOGRAPH論文コンテスト(芸術科学会)

で和田謙大君(M2､指導教員:今野晃市准教授)

が最優秀論文賞を､山本拓哉君(M2､指導教

負:今野准教授)と佐々木克君(Ml､指導教

負:千葉教授･藤本忠博准教授)が優秀論文賞

をそれぞれ受賞しました｡そして､他の研究室

も注目を集める研究成果を多数発表しており､

これからの展開がますます楽しみな状況にあり

ます｡

平成19年4月より､岩手大学は新たな教員

組織としての｢学系制｣に移行しました｡全教

員は学部ではなく11学系のいずれかに所属し､

学科･博士前期課程･博士後期課程が担当教育

職務ということになりました｡これによって学

部間の壁をなくし､全学的に人的資源を有効活

用する体制の確立を目指すものでありますが､

そのためには各教員の一層の意識変革が求めら

れていると言えます｡本学科の教員は機械工学

科･電気電子工学科の教員と一緒に｢システム

理工学系｣ (全部で65名)に所属しております｡

学系としての最初の活動として､平成19年9

月10日に千葉教授の音頭取りで､システム理

工学系主催･盛岡市後援のシンポジウム｢組

み込み時代の教育･研究と地域連携-インテリ

ジェントな　山装置や環境"のための工学技術

-｣を開催しました｡会場は平成19年8月1

日に岩手大学工学部敷地内にオープンした｢盛

岡市産学官連携研究センター｣ (略称:コラボ

MIU))で開かれ､ 2件の招待講演と27件の発

表が行われ､盛況でした｡そして､このシンポ

ジウムをきっかけに､新たな産官学の連携研究

会として｢いわてインテリジェントシステム研

究会(略称､ HS研究会)｣が発足して活動を始

めました｡今後の発展に期待したいと思います｡

学内の管理運営では､西谷泰昭教授が学部長

特別補佐､千葉教授が地域連携推進センター長､

安倍正人教授が金属材料保全工学研究センター

長､私(渡連)がシステム理工学系長､として

それぞれ参与しております｡

教育面では､現在､博士後期課程にはDlが

4名､ D2が4名､ D3が6名在籍しており､博

士前期課程にはMlが29名､ M2が25名在籍

しております｡学部の4年生は68名が研究室

に在籍しております｡学生の就職状況について
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は､お陰様にて多数の企業から求人申し込みを

頂いており､極めて順調に内定を得ております｡

最近は､学校推薦より自由応募を希望する学生

の方が多くなっていますが､特に学部学生は学

校推薦に窮屈さを感じているようです｡

社会貢献の面では､高校に出かけて出前講義

を行うことが増えています｡今年度は藤本忠博

准教授が宮城県立仙台西高校で｢コンピュータ･

グラフィックスについて｣､渡達が秋田県立秋

田中央高校で｢人工知能について｣をそれぞれ

講義しております｡

本学は平成16年度に国立大学法人となりま

したが､法人化後の中期目標期間(平成16-

21年度)の評価が平成20年中に行われること

になりました｡本学科では西谷教授が中心と

なって各種報告書の作成に忙しい毎日を送って

おります｡法人化後の教員の業務変化の中でこ

れらの説明責任に関する事務作業量の増大は最

も顕著なものの一つです｡

法人化によって国立大学は今後どう変わって

行くのでしょうか｡そもそも国立大学の法人化

を促した根本原因は我が国の財政危機です｡国

に余裕がなくなり､大学等の高等教育に投資さ

れる資金は縮小せざるを得ず､今後は｢選択と

集中｣を基本とする方針に転換して､その具現

化プロセスを市場原理に委ねようと考えたと思

われます｡実際､大学-の入学希望者総数が入

学定員総数を下回る｢大学全入時代｣を迎えた

のにも拘らず､大学･学部新設の設置審査は相

変わらず大幅に緩められたままであり､大学の

生き残りは文部科学省の管理責任にあらず､大

学自身の責任であると言っています｡事実､大

学の｢倒産｣という事態が生じてきています｡

国立大学の法人化はその流れの中にあり､国立

大学といえども生き残りを問われる時代になっ

てしまいました｡それと引き換えに国立大学は､

今までよりも大学運営に関して若干の自由度

を得ただけというのか実情です｡ ｢選択と集中｣

は地球規模でグローバル化した市場での企業の

生き残り戦略を象徴するキーワードです｡そこ

では｢評価｣が極めて重要となりますが､これ

が日本人にとってかなり苦手な課題であること

は某通信機メーカーがいち早く導入して失敗し

たことで有名な｢成果主義｣に基づく人事評価

制度を挙げれば明らかでありましょう｡特に､

短期の近視眼的評価でなく､長期的戦略に立っ

た複眼視的評価の確立が大きな課題です｡文部

科学省による世界的研究拠点の形成を目的とし

た21世紀COEプログラムや､大学の構造改革

の促進を目的とした教育支援プログラム(特色

GP､現代GP)も､評価の視点が流行に流され

易く､話題性と人気とり的政策の感が強く､実

効性は疑問です｡そうした中で､岩手大学はど

のような生き残り戦略を採るべきかが問われて

いるのですが､旧帝大のような大規模大学と同

じ戟略は当然採り得ません｡本学が標梼する｢地

域とともに生きる｣はその存在意義を地域に置

いた形で個性化を図るという意味で無理のない

妥当な選択と言えましょう｡流行を追う戦略で

は大規模大学に敵う訳がありません｡中規模以

下の大学は基礎研究で特色を発揮すべきです｡

基礎研究は試行錯誤そのものです｡各研究者が

自身の信念と価値観に基づいて様々な可能性を

追求することが大事ですが､それは成功を約束

されるものではありません｡ブレークスルーを

もたらすためには､一見無駄にもみえる膨大な

数の試行錯誤を伴うこの非効率な過程が不可欠

であり､それが本質的に可能な場は大学だけで

す｡ ｢選択と集中｣は大学には相応しくありま

せん｡従って､基礎研究重視の大学風土を堅持

することは極めて重要であり､民間企業に基礎

研究を行う余裕がない現在こそ､このことを大

学人は改めて確認する必要があると考えます｡

私ども教員一同は､これからも教育研究に一

層の努力をして参ります｡どうぞ､会員の皆様

には今後も変わらぬご支援とご鞭桂をお願い致

します｡ (平成20年1月記)
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平成19年度電気系学科の構成員名簿

電気電子工学科(学科長田山典男教授) 劍�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩逢x怏+yFy��ﾔh躪ｻ8���

講座 ��Ykﾂ�氏名 俎Xﾜ��職名 倩�kﾂ�

教授 �;��8�2�計 算 機 仆8��厚井裕司 
蛋 チ デ 仆8��馬場守* 刹ｳ授 ��Gｹ�9�ﾂ�

教授 �ｨ��Wb�仆8��西谷泰昭 

ノヾ 偸仆8��西館数芽* �5b�准教授 ��69�ﾘ譴�

イ 俎X蹌�久保田賢二 �5��准教授 凭冦��8ﾔｲ�

ス 傚Y=b�叶条彬* �6��講師 兌ﾘ�(ｴﾘ謦�

工 学 �*フロンティア材料 �8��ｧr�助教 �:�圸dﾉ���

機能工学専攻所属 剌赴ｳ 俚):��ﾒ�

教授 �68�)5I&｢�知 能 仆8��渡連孝志 
電 チ 仆8��恒川佳隆 刹ｳ授 ��ﾈ�)�B�

シ 偸仆8��長田洋 �5b�准教授 ��)�姐b�

ス 偸仆8��大坊其洋 �5��准教授 倅�h�y?��

T ム 傚Xｻ2�佐藤宏明 �6��講師 冦��ｨ�)&｢�

工 学 劍8��ｧr�助教 助教 几c�ｽ"�(i$ｩ+ﾈ謦�

電 仆8��藤原民也 �8��教授 ��ywI�Yl��
気 仆8��山田弘 �6b�42�准教授 �:�gｹ(僣��
エ ネ 偸仆8��高木浩一 �4��准教授 俑�nﾈﾕx�2�

ル ギ 偸仆8��成田晋也 �92��5��助教 俎)m�4��

ー 工 傚Xｻ2�向川政治 �6��8��助教 侏IOﾈ4�5H7ﾒ�

学 傚Xｻ2�高橋和貴 乂r�事務補佐員 佶ﾉ68-�*�.��

技術部 

工 ��Ykﾂ�氏名 ����職名 倩�kﾂ�技術専門貞 ��ywIl韵r�兀ｸｵｨ���+r�阿部英志 

学 亰ｨ���ｩnY�X蹴�太田康治 佇��グループリーダー 技術専門職員 �=��ｹ�ﾉ;���

系 亰ｨ���ｩnY�X蹴�萩原由香里 亰｢�技術専門職員 估�68ﾔyk��

技 柿 i 亰ｨ���ｩnY�X蹴�庄司こずえ 偸��魔�技術職員 �69:ｩ4��

技術職員 倡Y68ｫ��亰ｨ���X蹴�村上浩平 
∵1㌧ 劔7��技術職員 仞�nﾉ4韆ﾒ�
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《支部だより》

平成19年度東京支部大会
東京支部長　揮　藤　隆　一

昨年から東京支部大会は隔年開催から毎年に

変わり､平成19年10月13日(土)本郷の東

京大学工学部前･鳳明館森川別館で盛大に開催

されました｡これまではパーティ会場で行って

きましたが､趣向を変えて畳の間で車座になっ

て語り合うという､東京都内では珍しいシテュ

ェ-シヨンで､大変な盛り上がりでした｡鳳明

館本館は文化庁の登録有形文化財に指定されて

いて､内部の壁､天井､梁､床の間などや調度

品一つひとつに昔の職人の心意気が見て取れる

芸術的な造りです｡森川別館も由緒ある､古式

豊かな建物でした｡参加者は52名､大会では

1)平成18年度活動報告､決算報告､監査報

告(承認事項)

2)平成19年度活動計画審議(決議事項)

3)平成19年度役員選出

4)その他

を審議し､いずれも提案通り承認されました｡

役員体制は平成18年の支部規約改正により､

任期が4年-2年となりましたが､昨年改選さ

れた役員は全員重

任､新たに事務局と

して飛世政和氏に加

えて若手の加瀬貞二

氏(電子H4年)が就

任することが拍手で

承認されました｡

右写真のように平

成18年春の叙勲で

通信事業に対する貢

献に対し､瑞宝小綬

章を授章された楼井

国雄氏(S24専9)の

お祝いも行いまし

た｡

懇親会では科会から佐々木会長､相葉理事､
-祐会から大田原会長､田山事務局長がお見え

になり､ -祐会在京他支部:東京金属物性科会､

東機会､きたかみ会から5名のご来賓の出席を

頂き､ 2次会もそのまま別室を借りて盛り上が

りました｡おいしいお酒の差し入れを下さいま

した方々に感謝いたします｡

他に岩手大学が催すフォーラム等行事への参

加､大学での講演を行いました｡平成20年は

現役世代を主ターゲットに仕事に役立つセミ

ナー､熟年世代を主ターゲットに健康､お金の

運用､ボランティア活動等､生活に役立つセミ

ナーを企画します｡どうぞご期待ください｡各

種情報は支部ホームページで--祐会在京他

支部と相互交流して各支部総会の模様もホー

ムページに掲載し､各科の会員の皆様にご案内

しています｡あたかも-祐会東京支部のホーム

ページの如き役割を果たしております｡検索エ

ンジンでルEEITOKYOと入力して下さい｡
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《支部だより》

平成19年度仙台支部総会
仙台支部長　斎　藤　　　健

仙台支部総会が平成19年7月21日(土) 16

時｢ハ-ネル仙台｣にて実施されました｡

総会は､本部の佐々木会長､岡電気電子工学

科教授､を迎え､さらには特別講演者の大田原

名誉教授､飛び入り参加の東京支部柴田副支部

長､支部会員32名の合計36名出席により開会

し､斎藤支部長の挨拶､来賓である佐々木会長

の挨拶の後､事業報告､横井会計幹事の報告と

千葉監事の監査報告があり､これを承認しまし

た｡

引き続き､大田原功名誉教授による特別講演

｢教育は興青である｣を実施し､岩手県立産業

技術短期大学長時代のご経験に基づいての教育

の大切さ･原点などについて聴講致しました｡

懇親会は､場所を変え､斎藤支部長の挨拶､

来賓である岡英夫教授のご挨拶の後､出席者の

中で最年長の阿部源祐相談役(昭和16年専門

1回)の乾杯の発声により開会されました｡

懇親会には､東京支部長の揮藤隆一氏(昭和

47年電気20回)も駆けつけ､夫々の近況や持

論の主張､夢などについて激論を交わし､惜し

みながら学生歌で締め､大盛況のうちにお開き

になりました｡

金田博臣小原左武生門博典彦宮下忠義　浦田　寛　中村真史　久保喜紀横井哲夫

電気18　電気10　電電院　電気27　電気11　電気43　電気10　電気16

･∴　･一　一∴　▲.　∴ト●∴　∴　　　　　!∴い

小林業松

電気6

石倉麗子

電電6

一条昭夫　鈴木辰三　五嶋達雄　小原　典　藤原昭二　古村　光　　小原四郎　伊藤彰八　千葉浩克

専門9　専門7　　専門7　　専門7　　専門7　　電気7　　　電気10　　電気4　　電気13

千葉智行　　阿部源祐　大田原功　　賓藤　健　佐々木喜八郎　岡　英夫　葦藤隆一　　柴田隆昭

電気1　　専門1　電気3　　電気11　　電気1　　電子院4　　電気20　　電気10

平成19年度岩手大学電気電子情報科会仙台支部総会
平成19年7月21日
八一ネル仙台
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《支部だより》

平成19年度盛岡支部総会

盛岡支部長　歳　弘　　　健

平成19年度の盛岡

支部総会は､平成19

年6月9日(土) ｢い

わて国保会館｣にて､

本部総会に先立って行

なわれました｡歳弘盛

岡支部長の挨拶の後､

次のとおり議事を行な

いました｡

第1号議案

平成18年度事業報告

1.支部総会を平成18年7月8日に盛岡市"エ

スポワールいわて"で行ないました｡イベン

トとして｢鎌田徳美先生･入江泰先生の思い出

を語る会｣を開催､お写真などをスライドで写

映し､座談会形式で思い出を語り合いました｡

2.総会への会員の出席状況が思わしくなく､

特に若年層が著しい｡今年度本部から盛岡支部

に､活性化促進のための特別費として10万円

配布された(今年度限り)｡そこで次のような

対策を講じた｡

①　HPの開設:情報の伝達としては､手早く

また何時でも見られるので最適である｡また若

年層には特に有効であると思われる｡現在ソフ

トを購入し作成中である｡

②　学年幹事の就任:該当する会貞へ就任依頼

をしているが返事待ちの状況である｡

③　今回の総会に出席する学生の会費を負担

し無料にする｡ :総会-の出席はなかった｡

3.見学会の実施:態勢を整え中のため実施し

なかった｡

第2号議案

平成18年度事業決算書･同会計報告

以上2案について異議なく承認された｡
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第3号議案

平成19年度事業計画(莱)

1.最近会員の出席状況が思わしくなく､特に

若年層が著しい｡今年度は昨年度に引き続き次

のような対策を講じ実施する｡

①　HPを開設して情報を流す｡

(∋　学年幹事の就任を促す｡

③　今回の総会に出席する学生の会費を負担し

無料にする｡

2.見学会の実施

第4号議案

平成19年度事業予算(莱)

以上2案について異議なく承認された｡

第5号議案

平成19年度役員(莱)

支部長　　歳　弘　　　健　　S33年電気

理　事　　細　川　哲　男　　S24年電気

理　事　　旗　福　　　寛　　S38年電気

理　事　　及　川　二千朗

理　事　　井　上　隆　志

理　事　　塚　本　英　雄

会計監査　立　花　龍　一

相談役　　高　木　三　郎

相談役　　佐々木　喜八郎

S38年電気

S40年電気

S45年電気

S61年情報

S17年電気

S28年電気

昨年度に引き続き留任を承認された｡

以上で総会は滞りなく終了しました｡

昨年から懸案事項である幹事の委嘱は､現会

則では会員の推薦によることとなっています

が､市内200人の会員に案内状を出して就任を促

しましたが､思わしくなく進展せずにおります｡

これを打開するには本部と協議し､役員会の

推薦で選出出来るように会則の改定を行ない､

強力な推進体制を整えたい所存です｡どうか皆

様の絶大な支援をお願いいたします｡



平成19年度電気電子情報科会総会

平成19年度岩手大学電気電子情報科会総会

は､平成19年6月9日(土)盛岡市大沢川原

の国保会館において､ 35人の出席で行われま

した｡

長田洋理事の司会で､佐々木喜八郎会長のあ

いさつに続き､電気電子工学科学科長代理岡英

夫教授､情報システム工学科学科長渡蓮孝志教

授にご祝辞をいただきました｡

議長に南幅留男副会長(電子45年卒)､書記

に木村彰男理事(情報平成3年卒)が選任され､

議事は議長の進行のもと､ほぼ原案通り承認､

可決されました｡

決算報告で､収入支出のアンバランスに関す

る質問がありましたが､卒業生が増えるに従い､

新入生からの入会費のみの収入では､事業が成

り立たないので､年会費(10年会費)を徴収し､

それを繰り入れてバランスを保っている､よっ

て年会費納入のご協力をお願いするとの回答が

あり､了承されました｡

続いて講演会が開催され､井上隆志氏(電気

40年卒)より｢地上デジタル放送とは｣､杉本

務氏(電気33年卒)より｢地上デジタル放送

の実情｣という演題で時宣を得た講演をいただ

きました｡

その後の懇親会は､千葉副会長の司会で､新

旧会員が和やかに楽しい一時を過ごしました｡

最後に柴田東京支部副支部長のリードで､岩手

大学学生歌｢花ふふみたる｣を合唱し､意気の

揚がったところで締めとなりました｡

例年､岩手大学電気電子情報科会総会は､岩

手の大きな行事である｢チヤグチヤグ馬コ｣当

日です｡地元の会員はもちろん､遠方のみなさ

まのご参加をお待ちしております｡

杉本　務　佐藤文昭　柏葉安兵衛　旗福　寛　及川=干朗　南幅留男　武EEl寿都　田中行男　岡山茂久　遠藤敏夫　宮下忠義

S33気6　S59子15　S38気H S38気11　S38気11　S45子1 S41気14　S45子1　S45気18　S52気25　S54気27

韓　少輝　松尾信宏　佐藤　充木村彰男久保田賢二寺井正行大田原功小野寺瑞穂　千葉則茂　村上由彦　柴田隆昭　佐藤　匡　立花龍一
H19電電12 H19電電12　H6気42　H3情13　S42気15　S41気14 S30気3　S29気2　S50気23　S45子1 S37気10　S40気13　S61情8

井上隆志　膏藤　償　漂藤隆-　歳弘　健　佐々木喜八郎　渡連孝志教授　岡英夫教授　阿部源祐　小沢甚一郎　柳橋好子　長田　洋

S40気13　S38気11 S47気20　S33気6　S28気1　来室　S48毒筆院4S16専1 S18専3　S45子1 S62気35

平成1 9年度　岩手大学電気電子情報科会総会

平成19年6月9白
国保会館
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平成19年度岩手大学電気電子情報科会総会議事録

日　時:平成19年6月9日(土) 15:00-

場　所:国保会館

出席者:35人

1.開会

2.会長挨拶　佐々木喜八郎会長

3.議長及び書記選出

議長:南幅　留男(S45年卒業電子1回)

書記:木村　彰男(H3年卒業情報13回)

4.議事

第1号議案　平成18年度事業報告

第2号議案　平成18年度決算報告

事務局より上記2議案の報告の後､及川二

千朗会計監査より｢会計監査の結果､適性か

つ正確であったことを認める｣旨の報告があ

った｡

その後､村上氏(電子1)より基金の口座

種類に関する質問､収入支出のアンバランス

に関する質問があった｡

井上隆志氏の講演
｢地上デジタル放送とは｣

若い会員さんからエネルギーをもらって!

事務局､会長より回答後､承認された｡

第3号議案　平成19年度事業計画(莱)

第4号議案　平成19年度予算(莱)

事務局より上記2議案の説明があった後､
一括審議した｡異議なく､拍手で承認された｡

第5号議案　平成19年度役員選出(莱)

事務局より原案の説明があった｡柴田氏

(東京副支部長)より､出席率の悪い幹事に

ついては見直すべきとの意見があり､会長

より｢理事会で検討する｣との回答があった｡

会員間で活発な意見交換があった｡

役員については最終的に承認された｡

5.その他

宮下氏(電気27)ほかより｢今後の科会

の発展のために､役員の皆様には精一杯頑張

ってほしい｣との要請があった｡

6.閉会(16:00)

｢地上デジタル放送の実情｣
講師　杉本　務氏

学生歌のリード
柴田東京副支部長
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小沢甚一郎氏の音頭で
"乾杯"



平成19年度電気電子情報科会役員名簿

(平成20年1月1日現在)

役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 仂駝��b�電話 ��

会長 俚(�盈旭ﾉJｩ��昭28(気1) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYH�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩�019-654-1265 俐ID2�

副会長 // // 理事 // // // // // 理事.事務局 �>ﾉYﾙz�&｢��ywI�Yl��45(子1) 50(気23) �019-684-1332 019-621-6465 俐ID2�ﾜID2�

鳥谷部達雄 小野寺瑞穂 関享士郎 相葉安兵衛 井上隆志 田山典男 鉄b���2��#宙ｴ3"��3B斡3r��3ｈｴ3����C�斡3�2��C�斡3�B��㈱アイシーエス 岩手大学地域連携推進センター 岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦cS�ﾓ#c#b���蔦cCrﾓCs#r���蔦cc"ﾓ#��"���蔦c#�ﾓc3モ���蔦c#"ﾓ3C途���蔦c#�ﾓc3�"�再任 再任 再任 再任 再任 再任 

塚本英雄 鼎R斡3�ｒ�㈱アイシーエス ���蔦cS�ﾓ#c#b�再任 

柳橋好子 鼎R育����㈲岩手県地域婦人団体協議会 ���蔦cCふcc#��再任 

理事.事務局 �+y69vﾒ�62(気35) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怩�019-621-6381 俐ID2�

理事.事務局 冦��ｨ�)&｢�平3(情13) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYH�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩���霽i�Xx｢�019-621-6488 俐ID2�

理事.盛岡支部長 俐靫�"�33(気6) �019-663-1284 俐ID2�

理事.東京支部長 �(YTﾙ:�{(爾�47(気20) �048-422-9201 俐ID2�

理事.仙台支部長 俤i:�ﾉ"�38(気11) ��Y��6I�ﾘﾔ鮎hx｢�4��ｸ7�6��Xﾔ鮎b�圸696Hｴ8x｢�022-216-3111 019-621-6364 019-662-4563 019-641-1203 019-641-3355 022-273-0072 019-647-8271 019-662-1198 019-635-1225 俐ID2�

会計監査 // 顧問 // /y 相談役(元会長) // // // // 亶��ﾉ?��y��ｯ浦���ﾛ):���躡68�8爾�ﾛ(�盈鞍�b��)YHﾋ冰2�ﾛ):�ﾋ儖ﾂ�ﾘ)m井���圸69�飩｢�38(気11) 38(気11) 特別会員 // // 16(専1) 17(専2) 17(専2) 18(専3) 劍ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�

小沢甚一郎 ��ｉ�｣2��自由業 ���田c2ﾓCC#B�再任 
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役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 仂駝��b�電話 ��

相談役(元会長) 〟 // 幹事 +-, // // // // /y // // // // // +-, // // // // // // // // // // // /y �)YI+x爾�ﾝy�ﾉ4�&｢��Y68ﾋHﾏr��ｨ�8��鶯�昭19(専4) 24(専8) 30(気3) 20(専5) �8ﾉfｹtﾉ_ｨｻｸｼhx｢�019-662-3324 019-623-7776 019-662-6866 019-622-6777 俐ID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�

和田守之助 金孝博 庄子幸男 外川俊隆 久保田賢二 �#R��｣鋳�3"斡3R��3宙ｴ3�"��C�斡3�B��C"斡3�R��和田酒店 横河電子機器㈱ 岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦c#"ﾓ#C#"���蔦cSBﾓ�3S����蔦c3ふS#�����蔦cCrﾓ#3�"���蔦c#�ﾓc3コ�再任 再任 再任 再任 再任 

平孝清 鼎2斡3�b��岩手医科大学 ���蔦cS�ﾓS����再任 

宮手敏雄 池野正樹 菊池政四 鼎B斡3�r��Cb育�"��Cr斡3#���岩手日報社 ㈱川徳 ���蔦cS2ﾓC�������｣cc"ﾓcsCR���蔦cS�ﾓ�����再任 再任 再任 

岡英夫 鼎ｈ����B��岩手大学工学部電気電子工学科 ���田#�ﾓc3ヲ�再任 

杉村洋一 鼎宙��R��いわて生協 ���蔦cビﾓ�CC��再任 

池内達 鉄�育�b��岩手県企業局 ���途ﾓsBﾓ#�C��再任 

今野幸洋 鉄2斡3#b��盛岡市役所 ���蔦cS�ﾓC����再任 

千枝泰航 鉄B������岩手県庁 ���蔦cX6s3����再任 

野崎明裕 鉄R斡3#ｒ�岩手県庁 ���蔦cS�ﾓ3����再任 

藤尾勉 鉄b育��"��岩手県企業局 ���蔦cc�ﾓC#���再任 

佐藤信 鉄r育��2��岩手大学工学部情報システム工学科 ���蔦c#�ﾓcCs��再任 

大沢崇 鉄宙�綯��㈱グレープシステム ���蔦c3Rﾓ�c���再任 

佐藤文昭 鉄宙���R��㈱ⅠBC岩手放送 ���蔦c#2ﾓ3����再任 

泉揮栄 田�育��b��盛岡セイコー工業㈱ ���蔦c�"ﾓ3S���再任 

立花龍一 田���繧��㈱アイシーエス ���蔦cS�ﾓ#c#b�再在 

高橋康浩 田"斡33R��岩手県警察本部 ���蔦cS2ﾓS�S��再任 

佐々木真嗣 田"育��ｒ�㈱アイシーエス ���蔦cS�ﾓ#c#b�再任 

千葉明嗣 田2��貳��盛岡市水道部 ���蔦c#2ﾓ�C���再任 
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年会費納入表
平成20年1月末現在

電気 劔電子 劔情 劍ｸ�� 

卒業年 ��(ｼh�)�B�請求者数 僞ｹ?ﾈ�)�B�納入率(%) ��(ｼh�)�B�請求者数 僞ｹ?ﾈ�)�B�納入率(%) ��(ｼh�)�B�請求者数 僞ｹ?ﾈ�)�B�納入率(%) ��(ｼiD��

S16 �3"�13 唐�61.5 �� �� �� �� �3�b�

S17 都2�20 唐�40.0 �� �� �� �� �3�r�

S18 都��27 ��2�48.1 �� �� �� �� �3���

S19 都2�32 ��b�50.0 �� �� �� �� �3���

S20 都��34 ��R�44.1 �� �� �� �� �3#��

S21 ���0 ���0.0 �� �� �� �� �3#��

S22 塔"�48 �#��58.3 �� �� �� �� �3#"�

S23 塔R�56 �32�58.9 �� �� �� �� �3#2�

S24 �3R�24 ��B�58.3 �� �� �� �� �3#B�

S25 �#R�15 湯�60.0 �� �� �� �� �3#R�

S26 免ﾂ�8 �"�25,0 �� �� �� �� �3#b�

S27 �� ��0.0 �� �� �� �� �3#r�

S28 �#B�18 ��2�72.2 �� �� �� �� �3#��

S29 �#"�13 ��"�92.3 �� �� �� �� �3#��

S30 �#2�17 湯�52.9 �� �� �� �� �33��

S31 �32�24 ��b�66.7 �� �� �� �� �33��

S32 �3B�23 ��2�56.5 �� �� �� �� �33"�

S33 �3R�27 ��r�63.0 �� �� �� �� �332�

S34 �#R�22 ��R�68.2 �� �� �� �� �33B�

S35 �3"�26 ��R�57.7 �� �� �� �� �33R�

S36 �3B�23 湯�39.1 �� �� �� �� �33b�

S37 鼎2�37 �#��78.4 �� �� �� �� �33r�

S38 �3R�24 �#2�95.8 �� �� �� �� �33��

S39 鼎��31 ����58.1 �� �� �� �� �33��

S40 田��46 �#R�54.3 �� �� �� �� �3C��

S41 田r�46 �#��45.7 �� �� �� �� �3C��

S42 鉄B�45 �#R�55.6 �� �� �� �� �3C"�

S43 鉄R�40 �#��50.0 �� �� �� �� �3C2�

S44 都B�53 �#��39.6 �� �� �� �� �3CB�

S45 鉄��39 �#��53.8 鼎r�35 ����28.6 �� �� �3CR�

S46 鼎B�35 ��r�48.6 鼎2�30 湯�30.0 �� �� �3Cb�

S47 �3R�31 ��"�38.7 鼎B�29 ����34.5 �� �� �3Cr�

S48 �3b�23 免ﾂ�47.8 �3b�28 ��"�42.9 �� �� �3C��

S49 �3b�20 ����50.0 �3R�16 澱�37.5 �� �� �3C��

S50 �32�31 ��b�51.6 �3R�19 迭�26.3 �� �� �3S��

S51 �3r�31 途�22.6 �3��21 唐�38.1 �� �� �3S��

S52 �3��29 ��2�44.8 �3"�19 釘�21.1 �� �� �3S"�

S53 �32�25 迭�20.0 鼎B�25 迭�20.0 �� �� �3S2�

S54 鼎"�23 迭�21.7 �3��25 唐�32.0 �3r�28 釘�14.3 �3SB�

S55 �3��23 釘�17.4 �3"�21 途�33.3 �3"�22 迭�22.7 �3SR�

S56 �3r�29 ����34.5 鼎2�27 湯�33.3 �3��28 唐�28.6 �3Sb�

S57 �3b�34 迭�14.7 �3��18 唐�44.4 鼎2�35 湯�25.7 �3Sr�

S58 鼎��24 �2�12.5 �3r�23 澱�26.1 �3��22 ���4.5 �3S��

S59 �#��20 �2�15.0 �#2�14 途�50.0 �3r�20 �2�15.0 �3S��

S60 �3R�22 澱�27.3 �3B�19 ���5.3 鼎B�29 澱�20,7 �3c��

S61 鼎��31 澱�19.4 鼎2�35 唐�22.9 �3b�17 途�41.2 �3c��

S62 �3R�27 ����37.0 �3��26 迭�19.2 �#��17 �"�ll.8 �3c"�

S63 �32�22 澱�27.3 �#2�19 釘�21.1 鼎��29 �2�10.3 �3c2�

HO1 �#r�24 �2�12.5 �32�21 釘�19.0 �3b�27 途�25.9 売���

HO2 鼎2�38 澱�15.8 鼎"�36 澱�16.7 �32�20 ���0.0 売�"�

HO3 鼎b�35 途�20.0 鼎��35 澱�17ユ 鼎R�37 迭�13.5 売�2�

HO4 鼎��26 �2�ll.5 鼎r�36 釘�ll.1 �3��28 唐�28.6 売��

HO5 鼎��42 免ﾂ�26.2 鼎B�26 釘�15.4 鉄��42 ���2.4 売��

HO6 鼎��36 途�19.4 鼎B�36 唐�22.2 鼎R�38 澱�15.8 売��

HO7 鼎��45 �"�4.4 鉄"�37 途�18.9 鼎r�42 �2�7,1 売��

HO8 田r�56 迭�8.9 �� �� 鉄��50 �2�6.0 売��

HO9 田r�60 迭�8.3 �� �� 田��58 �2�5.2 売��

合計人数 �#3迭�1673 田cb�39.7 ����r�676 ��s��25.3 都ヲ�589 塔B�14.3 俘xﾇi�ﾉ�B�

平成9年までの(学部卒業生)

全車業者数 全請求者数 全納入者数 納入者/請求者
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平成19年　年表

電　気　系　学　科 電気電子情報科会

1/20-21

2/2

平成18年度情報処理学会東北支部研

究会

電気電子工学科経営実践学特別講義.

｢半世紀に亘るサラリーマン生活を振

返って　～サラリーマンの心得～｣,

池田隆夫氏(S35年電気卒,富士通

ェフ･アイ･ピー㈱前代表取締役社長)

大学入試センター試験

電気電子工学科特別講義/電気学会

東北支部学術講演会, ｢レールガン開

発の最前線:誘導性エネルギー蓄積

方式における新しい電流取り出し方

法｣,橋本優男氏(H8年電気電子卒,

㈱日本製鋼所広島製作所)

入学願書受付締切.電気電子工学科:

前期1.8倍,後期6.9倍,情報システ

ム工学科:前期1.8倍,後期6.8倍

平成19年度博士前期課程第2次入験.

電気電子工学専攻16名合格,情報シ

ステム工学専攻2名合格

2/8　　　平成19年度博士後期課程第2次入験.

電子情報工学専攻4名合格

2/19　　電子情報工学専攻博士論文審査発表

会(情報システム工学講座分)

2/21　　情報システム工学専攻修士論文審査

会

2/22　　情報システム工学科卒業研究発表会

2/23　　電気電子工学専攻修士論文審査会

2/25　　平成19年度個別学力検査前期日程.

電気電子工学科48名合格,情報シス

テム工学科46名合格

3/1　　電気電子工学科卒業研究発表会

3/12　　平成19年度個別学力検査後期日程.

電気電子工学科8名合格,情報シス

1/27

2/15

第4回草刈賞選考委員会

岩手大学電気電子工学科会議室

≪草刈賞選考委員会委貞氏名≫

電気電子工学科;

山田弘学科長,久保田賢二講師

情報システム工学科;

西山清学科長,今野晃市助教授

電気電子情報科会;

佐々木喜八郎(会長),大田原功

(相談役)

平成18年度第3回理事会

(国保会館)出席者14人

各支部報告

草刈賞選考について

新入会員歓迎会について

｢きたかみ｣ 53号の進捗状況につ

いて

年会費徴収状況について

19年度総会について

その他

｢きたかみ｣編集委員会

(岩手大学工学部電気電子工学科会議

室)

｢きたかみ｣ 53号発行　5000部

新入会員歓迎会打ち合わせ

(岩手大学工学部電気電子工学科会議
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テム工学科11名合格

3/23　　　岩手大学卒業式(岩手県民会館).

工学部第55回卒業生:電気電子工学

科73名,情報システム工学科68名,

情報工学科1名

大学院工学研究科博士前期課程第38

回修了生:電気電子工学専攻29名,

情報システム工学専攻32名,情報工

学専攻1名

大学院工学研究科博士後期課程第9

回修了生:電子情報工学専攻7名

3/26　　　情報システム工学専攻修士1年生中

間発表会(4月上旬まで)

3/31　　技術部　板垣　稔　技術専門職員定

年退職

技術部　菊地新司　技術専門職員定

年退職

技術部　相馬孝志　副技術室長定年

退職

高橋和貴を電気電子工学科助教に採

用

岩手大学入学式(岩手県民会館).

工学部入学生:電気電子工学科62名,

情報システム工学科69名

3年次編入学生:電気電子工学科13

名,情報システム工学科4名

大学院工学研究科博士前期課程入学

坐:電気電子工学専攻39名,情報シ

ステム工学専攻29名)

大学院工学研究科博士後期課程入学

坐:電子情報工学専攻4名

電気電子工学科特別講義, ｢Ultra-

violet lights for water disinfectionJ ,

フランンシス　ド-ソン氏(トロン

ト大学電気情報工学科教授)

計測自動制御学会東北支部第235回

研究集会/INS電子デバイス研究会

第33回講演会(-祐会館)

3/15

5/24

5/26

室)

新入会員歓迎会

(岩手第一ホテル)参加者38人

第4回草刈賞受賞者紹介

電気電子情報科会会計監査

(岩手大学工学部電気電子工学科会議

室)

平成19年度第1回理事会

(国保会館)出席者14人

平成19年度総会にむけて

議案書の審議

総会の役割分担等
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5/25-26　電気電子工学科新入生宿泊研修(国

立岩手山青少年交流の家)

5/29 -　　電気電子工学科ソフトボール大会

6/1　　　開学記念日

6/7　　　平成20年度推薦編入学試験.電気電

子工学科3名合格

6/15　　　関学記念講演会, ｢岩手県の可能性｣,

増田寛也氏(前岩手県知事)

7/10-11　平成20年度一般編入学者選抜試験.

電気電子工学科7名合格,情報シス

テム工学科2名合格

平成20年度大学院工学研究科博士前

期課程推薦入学者選抜試験.情報シ

ステム工学専攻6名合格

オープンキャンパス

情報システム工学科ソフトボール大

会

平成19年度大学院工学研究科博士前

期課程入学者選抜試験. 《平成19年

10月入学》情報システム工学専攻4

名合格

平成20年度大学院工学研究科博士

前期課程入学者選抜試験. 《平成20

年4月入学≫電気電子工学専攻23名

合格,情報システム工学専攻19名合

格

平成19年度大学院工学研究科博士後

期課程入学者選抜試験. 《平成19年

10月入学≫電子情報工学専攻3名合

格

平成20年度大学院工学研究科博士

後期課程入学者選抜試験. 《平成20

年4月入学≫電子情報工学専攻2名

合格

9/10　　　地域連携シンポジウム, ｢組み込み時

代の教育･研究と地域連携-インテ

リジェントな装置や環境のための工

学技術-｣

7/21

8/25

盛岡支部総会

(国保会館)

平成19年度電気電子情報科会総会

(国保会館)出席者35人

18年度事業報告

18年度決算報告･監査報告

19年度事業計画

19年度予算

19年度役員選出

その他

講演

｢地上デジタル放送とは｣

井上隆志氏(電気40年)

｢地上デジタル放送の実情｣

杉本　務氏(電気33年)

仙台支部総会

(ハ-ネル仙台)出席者36人

講演

｢教育は興青である｣

大田原　功相談役

平成19年度第2回理事会

(国保会館)出席者10人

各支部の報告

｢きたかみ｣ 54号について

新入会貞歓迎会について

第5回草刈賞選考について

年会費徴収について

その他

-27-



9/12　　　岩手県立水沢高等学校(文部科学省

スーパーサイエンスハイスクール事

業指定校)研修,約140名参加

9/25-27　電気電子工学科工場見学《関東地区≫

(東芝京浜事業所,いすゞ自動車藤

沢工場,アンリツ, IHIMUおよび

横浜第2工場).引率:山田･高橋教

員(参加者28名)

9/27　　　電気電子工学科工場見学《東北地区≫

(富士通岩手工場,関東自動車工業

岩手工場).引率:佐藤教員(参加者

50名)

9/26-9/28　電気電子工学専攻修士論文中間審査

9/28　　　平成19年度岩手大学修了式･卒業式

(岩手大学農学部付属農琴教育資料

館).電気電子工学科1名,電気電子

工学専攻1名

10/1　　岩手大学入学式(岩手大学事務局).

情報システム工学専攻4名,電子情

報工学専攻3名

10/1　　情報システム工学科李仕剛准教授､

鳥取大学教授として転出

10/23　　電気電子工学科特別講義, ｢電気から

学ぶ｣,佐藤利三郎氏(S16年電気科

卒,東北大学名誉教授)

10/27-28　大学祭(オープンキャンパス)

1 1/2　　　電気電子工学科社長実践学特別講義,

｢これからの企業が求める技術者像｣

梅　良之氏(S42年電気卒, ㈱TTK

代表取締役会長)

ll/9　　　電気学会東北支部･電子情報通信学

会東北支部･日本電気協会共催学術

講演会, ｢最近のIT社会における雷

害について｣新藤孝敏氏(電力中央

研究所), ｢風力発電設備の系統連系

課題｣鈴木和夫氏(S52年電気卒,

日立エンジニアリング･アンド･サ

ービス)

10/13　　東京支部総会

(本郷･鳳明館森川別館)出席者52人

横井国雄氏･瑞宝小綬章ご紹介
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平成20年度推薦入学試験.電気電子

工学科12名合格,情報システム工学

科15名合格

電気電子工学専攻修士1年生中間発

表会

情報システム工学専攻修士論文中間

審査発表会(12月中旬まで､大講座

単位)

電気電子工学科社長実践学特別講義,

｢新入社員の心得　一何事にも熱心に

取り組むに限る-｣池田隆夫氏(S35

年電気卒,富士通エフ･アイ･ピー

㈱前代表取締役社長)

システム理工学系学術講演会, ｢パー

ソナルロボットPaPeRoの音声イン

ターフェイス｣佐藤　幹氏(NEC共

通基盤ソフトウェア研究所知能コミ

ュニケーションTG)

12/19-20　博士論文予備審査会(情報システム

工学講座)

平成19年度盛岡広域地域産業活性化

人材養成等事業,第-回｢組み込み

システムセミナー｣

電子情報通信学会東北支部学術講演

会, ｢新しい通信サービスの動向の紹

介やオペレーション技術向上の取り

組み｣坂巻知樹氏(S63年電子卒,

NTTコミュニケーションズカスタ

マサービス部運営戦略部門統合戦略

担当部長)

博士論文予備審査会(電子応用工学

講座)

12/10　　｢きたかみ｣編集委員会

(岩手大学工学部電気電子工学科会議

室
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岩手山と一本桜

編　集　後　記

今年の冬は､雪は少ないのですが､ことのほか寒さが厳しく感じられます｡

みなさま､いかがお過ごしでしょうか｡

｢きたかみ｣ 54号をお届けします｡

19年3月に､板垣稔さん､菊地新司さん､相馬孝志さんが定年退職なさいました｡

その中で､相馬さんに｢在職41年の思い出｣を寄稿していただきました｡

卒業生の皆さんには､懐かしいことばに出合えるのではないでしょうか｡

例年通り､事務局3人での編集作業です｡至らぬ点があるかと思います｡どうぞお許しください｡

写真は､ ｢壬生義士伝｣の放送で静かなブームになっていた｢小岩井の一本桜｣ですが､ NHK朝の

連続ドラマ｢どんど晴れ｣のおかげで､農場内に観光バスが列をつくり､牧草地の向かいに駐車場が

新設されました｡

日ごろこの風景を当たり前に眺めていた者としては､びっくりです｡

今年もきっと真っ青な空の下､残雪の岩手山をバックに

きれいな花を咲かせるでしょう｡

みなさん､是非見に来てください｡

編集委員

事務局　電気62年卒

情報平3年卒

電子45年卒

洋　男　子

彰好

田村橋長木柳

30

きたかみ第54号 

発行日平成20年3月1日 

発行者盛岡市上田4丁目3番5号 
岩手大学工学部内 

岩手大学電気電子情報科会 
缶019-621-6381 

印刷所㈱阿部謄写堂 
盛岡市本町通2丁目8番37号 
℡019-623-2361 



平成20年度総会並びに懇親会開催のご案内

平成20年度の電気電子情報科会総会は､下記のように開催することになりましたので御案内申し

上げます｡なお､盛岡支部総会も併せて行います｡会員各位の多数のご参加をお待ちしております｡

なお､住所や勤務先等の確認にも使用させて頂きますので､綴り込みのハガキで総会への出欠を､

1ケ月前の平成20年5月14日までにご連絡を頂きたくお願い申し上げます｡

記

日　　　時　平成20年6月14日(土)

盛岡支部総会　　　午後2時30分～3時00分

総　　　　会　　　午後3時00分～4時00分

講　演　会　等　　　午後4時00分～5時00分

懇　親　会　　　午後5時00分～7時00分

場　　　所　いわて国保会館

盛岡市大沢川原三丁目7-30

TEL 019-623-4321

議　　　題1.平成19年度事業報告､決算･監査報告承認

2.平成20年度事業計画案､予算案審議

3.その他

講　演　会　演題｢方言なんだりかんだり～昔話をかたる～｣講師:小野寺　瑞穂　氏(電気29年卒)

懇親会会費　5,000円(懇親会席上で､昨年秋･今年春に叙勲された方を御紹介し､祝意を表します｡

叙勲された方を御存知の方はお知らせ下さい｡)

連　絡　先　総会出欠･叙勲された方の紹介等､会誌｢きたかみ｣に綴り込みのハガキを使用するか､

下記事務局宛電話､ FAX又はE-mail等でご連絡下さい｡

岩手大学電気電子情報科会事務局(岩手大学工学部電気電子工学科432号室)莱

電気電子工学科担当　　長　田　　　洋　TEL ･ FAX　019-621-6381

E-mail osada @ iwate-u.ac.jp

情報システム工学科担当　　木　村　彰　男　TEL･FAX 019-621-6488

E-mail kimura @ cis.iwate-u.ac.jp

庶務会計･学外担当　　柳　橋　好　子　TEL･FAX 019-686-2253

E-mail t.k-yngbs @ nifty.com


